
平成30 年度 就労準備支援事業従事者養成研修

会場：タイム24ビル 13階研修室131

2018年10月3日（水）14：20～15：05（45分）

「これまでの取り組み実績と考え方」

～かけがえのない私という実存の獲得と

地域に根ざした中間的就労、生きる場づくり～

(一社) 釧路社会的企業創造協議会副代表

釧路市・釧路管内生活相談支援センター（くらしごと）長

櫛部 武俊
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市民約20人に1人が被保護者である。被保護者の自己肯定感の回復、地域全
体の自尊心回復が課題

H14.1
太平洋炭鉱閉山

H20.9
リーマンショック



ハローワーク

釧路
公立大学
（地域経済研
究センター）

共同研究

実施機関 〔釧路市〕

検討会議開催

支援事業受託事業所

①アンケート調査
分析委託
勉強会開催

支援事業実施委託／連絡会議

介護事業所３箇所

ＮＰＯ法人２箇所

介護福祉施設１箇所

教育訓練機関

平成１６年度 平成１７年度

全体構図（策定と推進）

第三者評価機関（支援策検討）

②外部有識者によるワーキンググループ

①母子世帯へのアンケート調査 ⇒ 母子世帯の実態の把握

②ワーキンググループ会議 ⇒ 外部の意見を反映させた支援方策を検討

生活保護母子世帯自立支援モデル事業

＜事業実施内容＞



現在の自立支援プログラムとその実績
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生活困窮者等子ども学習支

援プログラム（まじくる等） 

 

高校進学支援プログラム 

（中学 3 年生の子とその親対象） 

 

インターンシップ事業 

・㈱ビケンワーク 

・KCM コーポレーション 

・㈳釧路社会的企業創造協議会 

    

釧路市生活保護自立支援プログラム全体概況（H30 年 4月現在） 

 
  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就 労 自 立 

生 活 保 護 受 給 世 帯 

 

生業扶助活用資格取得 

プログラム 

 

就労支援員活用就労支援事業 

 

生活保護受給者等就労自立促進事業 

(ハローワーク連携) 

民間職業紹介事業活用 

プログラム 

 

就 労 支 援 プ ロ グ ラ ム 

日常生活意欲向上 

支援プログラム 
日常生活自立 

就業体験的
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ事業
プログラム 

知的障がい者授産施設作業体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ NPO ぴーぷる 

精神障がい者授産施設作業体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ いずみの里 

ふまねっとサポーター活動体験事業 NPO ふまねっと 

 

 

就業体験 

プログラム 

○多重債務者 

自立支援 

プログラム 

○ＤＶ被害者 

自立支援 

プログラム 

○精神保健 

福祉支援 

プログラム 

○整理収納 

プログラム 

動物園環境整備ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業 NPO 動物園協会 

公園管理ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業 公園緑化協会 

障がい者作業所等ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業 おおぞらﾈｯﾄﾜｰｸ 

介護施設・ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業 ｹｱｺｰﾄひまわり・わたすげ 

はまなすの家・ニチイ 

病院ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業 星が浦病院・釧路脳神経外科 

釧路孝仁会記念病院・白樺台病院 

 

社会生活自立 

｢アトリエななみ｣手伝い（雑巾縫いほか） 地域生活支援ﾈｯﾄﾜｰｸｻﾛﾝ 

 

無料職業紹介事業

との連携 



日常生活意欲向上支援プログ
ラム

えぷろんおばさんの店

就業体験プログラム

阿寒農園における農作業体験

高校進学希望者学習支援プロ
グラム

冬月荘“高校行こう会”

就労支援プログラム

公園インターンシップ事業



オッチャンたちの誇り・働く権利



かけがえのない私と
居場所づくり（ハ

ブ）

新しいケアの試み

就労自立 日常生活自立

社会生活自立

【支援】
ケースワーカー・
民生委員・パーソ
ナルサポーター

など

【支援】
地域・事業所・

関係機関
など



沿革

8

年度 内容

平成１６
年

釧路市生活福祉事務所が、母子世帯の母親を対象にした自立支援に取
り組み、「自立支援プログラム釧路モデル」がスタート。

平成２４
年

一般社団法人釧路社会的企業創造協議会を設立し、釧路市より緊急雇
用創出推進事業を受託。「社会的居場所づくりと連動した雇用の創出
研究事業」を実施する。

平成２５
年

緊急雇用推進事業で創出された事業を実施するため、釧路市より「就
労移行型インターンシップ事業（整網作業）」を受託。合わせて、釧
路市と北海道より「自立相談支援事業」のモデル事業も受託した。ま
た、厚生労働省・社会福祉推進事業「生活困窮者等への中間的就労
（非雇用型）の場のモデル創出事業」も実施。

平成２６
年

引き続き、釧路市より「就労移行型インターンシップ事業」、釧路
市・北海道より「自立相談支援事業（モデル事業）」を受託。さらに
「就労準備支援事業（モデル事業）」も受託した。

平成２７
年

生活困窮者自立支援制度として、釧路市より「就労移行型インターン
シップ事業（被受給者就労準備支援事業）」・「就労準備支援事業」、
釧路市・北海道より「自立相談支援事業」を受託。



釧路モデルの分析

日常生活
自立

社会生活
自立

就労自立

ただちに就労困難、あるいはケースワークだけでは就

労困難な生活保護受給者を対象にご本人の「ステー

ジ」に応じた多様な自立支援プログラムを用意
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地域で支えられていた人が
支える人に回る仕組みを構築

10

• 漁業は、釧路市・厚岸町の基幹産業であるが、その
下支えをしている漁網業界の現場（整網作業）で高
齢化が進み、担い手不足により業界の存続が危惧さ
れている。

• 整網作業は、機械化するのが困難であり、今後も手
作業に頼るしかないのが現状である。

• 新たな担い手が生まれない大きな要因は、作業の習
熟度が上がらないと、一定の収入が得られないこと
にある。

• そこで、本協議会の取り組む中間的就労自立の場と
して、整網作業に取り組み、同時に問題解決を図る
のが狙いである。

生活困窮者支援を通じた地域づくり





生活困窮者自立支援生活相談センター
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本人＿来所

16%

本人＿電話

41%

家族・知人＿来所

3%

家族・知人＿電話

6%

関係機関からの紹介

34%

29年度相談経路



就労
25%

収入・生活費
21%

住まい
15%

家族・人間関係
9%

仕事上のトラブル
4%

家賃・ローン支払
3%

病気・健康・障害
5%

その他
18%

ご相談内容について



10代
1% 20代

11%
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40代
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18%

60歳以上
28%

不明
10%

２９年度相談年齢構成
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求められる支援付就労（個別支援）

相談者ニーズ
企業ニーズ・地
域ニーズ

マッチング

相談支援員が把握 就労担当支援員が把握

パートナーシップ

パートナーシップを図る調整役や情報
共有の場など…ファシリテーション機

能（いわば翻訳）が必要

WIN WIN

就労実績や就労準備支援の場が生まれ、
地域づくりにつながる

オーダーメイド型

プログラム型





漁網の整網作業



釧路市指定ごみ袋の封入作業



清掃技能講座



見学・体験・切り出し・分解



稼ぎ高



釧路社会的
企業創造協議会

・自立相談支援
・就労準備支援
・被保護者就労準備支援
・無料職業紹介

社会資源の活用
民間とのパートナーシップ

コミュニティーオーガナイジング

【釧路圏域協議会】生活困窮者庁内連携連絡会議

（釧路生活困窮者自立支援検討委員会）

管内７町
村社協

自立支援
プログラム
参加団体

法テラス

管内関係機関

ハローワーク

地域包括支援
センター

社会福祉協議会

企業者

地域のハブ（人・情報・サービ
スの結節点）めざす

民生委員・保護司

生活福祉事務所ほか
庁内関係各課（全18課）



釧路市生活困窮者自立支援検討委員会



包括的な相談支援システム構築事業について
以下のような具体的な試みを通じて、協働による包括的支援体制を構築する。

美原部会

就労支援部会

音別部会

ま ち し ご と

ボランティア等を活用した新たな社会資源の創出

課題
資源課題

資源
資源 課題

地域における包括的な相談支援システムの構築

元町部会

相談支援包括化推進会議（全体会）

ケース会議・事例検討・コンサルテーション



みはらかがやき食堂



元町お寺食堂（地域の居間）



就労支援部会（いわば就労Ｃ）



企業・障がい者支援団体と



ジョブコーチとの協働



旧音別町の就労・就農支援と暮らしにつながる

◆人口減２００５年平成の大合併
人口2,756人⇒2018年1,833人

歩いている人を見かけない
◆中心から周辺になる。議員ゼロ。
◆基幹産業は酪農・林業・・酪農
ヘルパーはベトナム人、大企業の
林業あるが隙間産業は困難。
◆2㍍になる蕗（秋田蕗）が特産

◆営農を辞める酪農家たち・・
激しい貧富の差と自尊心

◆音別部会立ち上げ・・作付け
山菜工場の立ち上げ等を通じ
自己肯定感の回復と関係づくり

◆中間的就労がくらしを支える



住民主体の団体立ち上げ・音別ふき蕗団

34

「ふきで音別町が有名になり、若い人から年配の方まで、どんな人も自信を持って、
イキイキと暮らせる」

というビジョンを掲げて、2017年5月10日『一般社団法人 音別ふき蕗団』設立。



活動概要

各々の活動の場を通した生きがい創出と人の繋がりをつくりだす、農福連携に
よる地方創生。

多様なプレーヤーがスキル・知見・人脈を提供しあって活躍している。

35

音別ふき蕗団を中心に、行政・地域の信金・社
団法人・障がい者学校・東京のクリエーターが協
働。上記ロゴも東京のクリエーターがビジョンに共
感し制作。寄り添う人と人を表現。生活困窮者・
障がい者の働く機会の提供による自立支援と地
域が抱える担い手不足という問題を解決へ。

音別ふき
蕗団

東京のクリエー
ター
・プロジェクトマネジメン
ト
・ファシリテーション



今後の展望

日本財団「わがまち基金」の助成を活用しながら、ビジョンの実現を目指す。
2・3年目も住民主体で商品開発と販路開拓を行い、『音別ブランド』づくりへ。
その活動の価値・商品の価値を伝えるための活動や仕掛けづくりに力を注ぎたい。

地域の人たちの誇りや愛着醸成、人と人のつながりづくりを大
切にしながら、

その思想に共感し応援してくれる人を増やしていきたい。

日本原産の蕗。流通先やクリエータ―と連携をしながら、
秋に収穫できる「ふきのとう」、シャキシャキした蕗のブランド

化を目指したい。 36



まとめ
①自己肯定感・エンパワメント・ストレングスの視点

②居場所・通い場・社会参加・・・「ひきこもり当事者は『混沌の物
語』を生きている。（山吹健司）

③就労準備支援員の役割

・・面接相談員とは違う立ち

位置。場づくりの役割と

（障がいetc）専門職や企業

とつながる役割。

④共生型地域づくりとも

つながる役割



社会保険制度
労働保険制度

生活困窮者制度

【第
１
の
ネ
ッ
ト
】
【第
２
の
ネ
ッ
ト
】
【第
３
の
ネ
ッ
ト
】

生活保護

1

生活困窮者制度

すべてを通底する
セーフティネットへ

資料生活困窮者自立支援制度の意義






